
関東地方で最初の電気鉄道・大師電気鉄道の物語
川崎大師参拝客のため敷設された京浜急行の原点

「発祥の地」の記念碑は車輪がイメージのデザイン。京急創業 70年目の１９６８（昭和 43）年に建立

　

今
週
か
ら
始
ま
っ
た《
偉
電
史
探
訪
》

は
、電
気
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な「
発

祥
の
地
」
や
「
画
期
的
な
事
績
が
行
わ

れ
た
場
所
」
を
中
心
に
ご
紹
介
す
る
、

「
偉
大
な
電
気
の
歴
史
（
偉
電
史
）」
の

現
場
跡
・
探
訪
記
で
す
。

　

第
１
回
目
の
今
回
は
、
京
都
電
気
鉄

道
（
１
８
９
５
／
明
治
28
年
開
通
）、

名
古
屋
電
気
鉄
道
（
１
８
９
８
／
明
治

31
年
開
通
）
に
次
い
で
、
日
本
で
３
番

目
（
関
東
地
方
で
は
第
１
号
）
に
開
通

し
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
初
の
標
準
軌

道
を
採
用
し
た
鉄
道
と
し
て
も
知
ら
れ

る
電
気
鉄
道
《
大
師
電
気
鉄
道
》
の
発

祥
の
地
へ
の
探
訪
記
で
す
。

　

大
師
電
気
鉄
道
の
当
初
の
営
業
区
間

は
「
六
郷
橋
〜
大
師
（
営
業
距
離
約
２

㎞
、
京
急
川
崎
ま
で
延
伸
さ
れ
た
の
は

１
９
０
２
／
明
治
35
年
）」
間
の
み
。

　

川
崎
大
師
で
縁
日
や
祭
礼
の
あ
る

日
、
年
末
年
始
な
ど
、
参
拝
客
が
増
え

る
日
を
限
定
と
す
る
運
行
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

大
師
電
気
鉄
道
は
同
時
に
、
現
在
も

あ
る
京
浜
急
行
最
古
の
路
線
・
京
急
大

師
線
（
京
急
川
崎
〜
川
崎
大
師
〜
小
島

新
田
な
ど
７
駅
、
営
業
距
離
約
４
・
５

㎞
）の
前
身
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、

「
発
祥
の
地
」
の
碑
は
、
京
急
大
師
線
・

川
崎
大
師
駅
の
脇
に
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
大
師
線
こ
そ

は
京
浜
急
行
の
最
初
の
営
業
路
線
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
京
浜
急
行
の

発
祥
に
ま
つ
わ
る
記
念
碑
と
し
て
の
意

味
合
い
が
強
い
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
師
電
気
鉄
道
の
開
業

当
初
の
始
発
駅
・
六
郷
橋
（
そ
の
後
、

廃
止
）
は
、
京
急
川
崎
駅
か
ら
約
１
㎞

も
離
れ
た
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
東
京
方
面
か
ら
川
崎
大
師
を
参
詣

す
る
人
に
は
非
常
に
不
便
で
し
た
が
、

川
崎
駅
と
六
郷
橋
駅
の
間
は
人
力
車
が

運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
は
こ
の
人
力
車
は
も
と
も
と
、
川

崎
駅
か
ら
川
崎
大
師
ま
で
の
唯
一
の
交

通
機
関
で
し
た
。
車
夫
た
ち
に
と
っ
て

は
生
活
の
糧
だ
っ
た
そ
の
場
所
に
鉄
道

が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
当
然
、
猛
烈

な
反
対
運
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
川
崎
駅
か
ら
離
れ
た
六
郷
橋

駅
を
起
点
に
し
た
最
大
の
理
由
で
す
。

　

ま
た
、
六
郷
橋
に
は
、
大
師
電
気
鉄

道
に
電
気
を
供
給
す
る
た
め
の
川
崎
発

電
所
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
機
会
を

み
て
、
そ
の
発
電
所
跡
も
訪
ね
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。（
Ｍ
）
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